
令和３年（２０２１年）５月２７日 

学校改革推進課 

 

天明校区における魅力ある学校づくりに関する要望書について 

 

 現在、天明校区の小学校においては、児童数が減少し、学年単学級または複式学級となっている。中学

校を含めた児童生徒数は、ここ２０年間で半数近く減少し、今後も減少が続くことが見込まれている。天

明校区の小学校では小規模のよさを活かした学習支援が行われているが、その反面、小規模であるがゆえ

に、クラス替えができず人間関係が固定化し、授業で多様な考えを引き出しにくいこと等の学校運営上の

課題が発生している。一定の規模がある学校においては、児童生徒が切磋琢磨することなどを通じて、一

人一人の資質や能力を更に伸ばしやすいという利点があり、主体的に学ぶ環境を整えていくことが重要

である。 

 以上のことを踏まえ、義務教育９年間の学校教育目標を設定し、９年間の系統性を確保した教育課程を

編成・実施する学校づくりを行うことを念頭に、小中一貫教育※１の導入等について地域説明を行い、令

和３年５月２１日に、天明校区地域懇談会から施設一体型義務教育学校※２の設置について要望を受けた。 

 

 ※１ 小学校と中学校が、義務教育９年間の中で、目指す子どもの姿を共有し、学習指導や生徒指導においてお互いに 

   協力しながら教育活動を行う仕組みとして、平成２８年度の法改正により、「小中一貫教育制度」が正式な学校制度 

   として制度化された。本市においては校区の状況に応じて順次導入を進めている。（令和３年４月時点で５校区） 

 ※２ 小中一貫教育を取り入れた学校の設置形態としては、「義務教育学校」と「小中一貫型小学校・中学校」がある。 

   ともに、小学校課程から中学校課程まで、義務教育（９年間）を一貫して行う学校である。 

    「義務教育学校」の場合、１つの教職員組織で、校長は１人配置されている。校舎は小学校と中学校が併設して 

   いるものがあれば、小学校と中学校が一体化したものもある。 

    「小中一貫型小学校・中学校」の場合、小学校、中学校それぞれに校長、教職員組織が存在する。 

 

１ 天明校区の児童生徒数と学級数※３（令和３年５月１日現在） 

 中緑小  ４８名 ５学級   銭塘小  １１０名 ７学級   奥古閑小 １３０名  ７学級 

 川口小  ６４名 ６学級   天明中  １６６名 ７学級      合 計  ５１８名 ３２学級 

 

 ※３ 学級数は通常学級と特別支援学級の合計（川口小は通常学級のみ） 

 

２ 地域との協議状況 

（１）地元説明会 

 ① 実施状況 

  令和２年１１月 小学校、中学校ＰＴＡ役員への説明 

      １２月 自治協議会役員、保育園代表者への説明 

  令和３年 ２月 保育園、小学校の保護者への説明（オンライン説明会） 

       ３月 中学生保護者への説明（オンライン説明会） 

 ② 説明の内容 

  小中一貫教育のメリットとして「中１ギャップの解消」「学力向上」「小規模校の弊害の解消」「教職 

 員の意識改革や指導方法の改善」の４点を挙げ、メリットを活かした３つの案を提示した。 

  案１…４つの小学校は今の状態のままで、小中一貫校に移行する方法 

  案２…４つの小学校のいずれかの校舎を利用し、小学校を一つにして小中一貫校に移行する方法 

  案３…小学校と中学校を一つにした、３階建て以上の防災機能を有する義務教育学校とする方法 

 

報告（６） 
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 ③ 主な意見 

  ・案３が将来的に子どもたちのために良い。 

  ・案３で学力向上に特化した取り組みを行い、天明校区に子どもたちを呼び込んでほしい。 

  ・案３の校舎は、３階建て以上の避難所機能を有した施設ということで安心感がある。 

  ・学校づくりを通して、行政の力で天明校区を活性化してほしい。 

  ・自分の通った小学校に子どもを通わせたい。 

  ・小学校を天明中そばに新設し、中学校とそれぞれに整備した方が良い。年齢差が大きい子ども同 

   士での事故等が起きる可能性が低くなる。 

 ④ アンケート結果（オンライン説明会） 

  オンライン説明会後の保護者アンケートの結果によると、案３を支持する割合が多かった。 

   天明校区家庭実数         …３８１世帯   

   オンライン説明会に参加した世帯数 …１３３世帯 

   案３を選択した世帯数       … ８０世帯（オンライン説明会参加世帯数の６０．１％） 

 

（２）合同意見交換会について（参加者…天明校区の自治協議会会長、小中学校ＰＴＡ会長）   

  合同意見交換会では、地元説明会における意見要望、アンケート結果をもとに、天明校区における魅   

 力ある学校づくりに関して今後どのように進めて行くのか、また方向性などについて学校や地域の代  

 表者と意見交換を行った。 

 ① 実施状況 

  令和３年３月 第１回合同意見交換会   

      ４月 第２回合同意見交換会 

 ② 主な意見 

  ・案３が良いと思う。子どものために時間がかかってもいいものをつくってほしい。 

  ・案３を推す意見が多いが、教育委員会主導でこうしたいという考えも示してほしい。 

  ・先進校の事例を取り入れ、教育改革を行ってほしい。 

 ③ 確認事項 

  ・地域の要望をまとめる地域懇談会の構成メンバーは、合同意見交換会のメンバーとする。 

  ・これまでに出された意見を踏まえ、地域懇談会にて、熊本市に対する要望書を決定する。 

 

（３）地域懇談会について（参加者…天明校区の新旧自治協議会会長、新旧小中学校ＰＴＡ会長）   

  地域懇談会では、地元説明会で把握した協議事項を整理し、熊本市に対しての要望のとりまとめを 

 行った。 

 ① 実施状況 

  令和３年４月 

 ② 主な意見 

  ・要望内容については、新校準備会で細かいところまで詰めていく必要がある。 

  ・新校準備会には現場の先生方にも入っていただきたい。 

 

３ 要望書の受け取りについて 

 地域懇談会で出された意見を基に要望をまとめ、令和３年５月２１日に、天明校区地域懇談会座長より

要望書の提出を受けた。 

 

４ 今後のスケジュール 

 令和３年８月をめどに、新校準備会を立ち上げ、準備会で出された意見等を、今後策定予定の天明校区

施設一体型義務教育学校基本計画に反映させる。   

2



令和３年５月２１日 

熊 本 市 教 育 委 員 会 
 教育長 遠藤洋路 様 

天 明 校 区 地 域 懇 談 会 
 座 長  角 居 恭 一 

 
天明校区における魅力ある学校づくりに関する要望書 

 
日頃より、天明校区の子どもたちの学校教育環境の充実のためにご尽力いただき感謝申し

上げます。 
さて、天明地区にある小学校４校については、少子化の影響から全学年が単学級となって

おり、今後も児童数が減少し、複式学級が継続する学校や今後複式学級になることが見込ま
れる学校があることから、子どもたちにとってどのような教育環境が望ましいか検討するた

め、各校区の自治協議会・ＰＴＡの代表者からなる地域懇談会を設置いたしました。 
当懇談会では、天明校区の子どもたちにより良い教育環境を提供することを第一に考え、

各校区のまちづくりも考慮しながら協議を行い、要望事項をまとめました。その内容につき
ましては、下記に示すとおりです。 
今後は、この要望事項をもとに、子どもたちにとって望ましい教育環境を整備することに

ついて、お取り計らい下さいますようお願いいたします。 
 

記 
 
 １．小中一貫教育に適した教育環境の整備 

 熊本市が推進する小中一貫教育の取り組みにより、約５００名の児童・生徒が、発育状 
況に応じ、授業、休憩時間の運動・遊び、特別活動等において安全にのびのびと活動でき 
る規模と機能を確保した校舎、グラウンド等を整備すること。 
 

 ２．特色あるカリキュラム、教育課程の編成 
  先進的で特色あるカリキュラムの編成と新教科の設定を検討すること（中学校から小学 
 校への乗り入れ授業の実施・小学１年生から英語の授業の実施等）。施設一体型の義務教 
 育学校の設置について検討し、一体型施設の特色を十分に活かし、子ども一人ひとりの 
 よさを伸ばし「深い学び」につながる指導、日常的で幅広い異年齢交流を行うよう工夫す 
 ること。 
 
 ３．各種災害による学校教育活動への影響の抑制及び地域住民のための避難所機能を有し 
  た施設整備 
  天明校区は、高潮や津波の被害が想定されることを踏まえ、児童・生徒の安心、安全を 
 確保するための万全の対策を講じ、地域住民が緊急時に避難できる３階建て以上の施設整 
 備を行うこと。 
  
 ４．通学支援 
  小学校と中学校の施設が一体化することなどにより、通学距離が遠くなる児童について 
 は、スクールバスでの通学支援を行うこと。また、スクールバスのルート作成においては 
 保護者・地域の要望を十分に踏まえたものとすること。 
 
 ５．地域住民の意見を取り入れた閉校後の校舎の利活用とまちづくり 
  地域住民と行政が密に連携し、地域の活性化につながるよう、閉校後の校舎の利活用に 
 ついて検討し、まちづくりを行うこと。             

写 
報告（６） 
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天明校区における魅力ある学校づくりに向けた地域懇談会 名簿 

 氏   名 役   職 

１ 角居 恭一 
銭塘校区（新）自治協議会会長   

天明地域自治協議会連合会会長 

２ 吉田 司 
中緑校区（新）自治協議会会長  
天明地域自治協議会連合会副会長 

３ 中村 悟 中緑校区（旧）自治協議会会長 

４ 舩田 隆二 銭塘校区（旧）自治協議会会長 

５ 内永 一也 奥古閑校区自治協議会会長 ※令和２年度から継続 

６ 德本 正也 川口校区（旧）自治協議会会長 

７ 岩上 好也 川口校区（新）自治協議会会長 

８ 吉村 陽子 天明中学校（旧）PTA会長 

９ 𠮷村 隆真 天明中学校（新）PTA会長 

１０ 中村 良太 中緑小学校（旧）PTA会長 

１１ 野田 智之 中緑小学校（新）PTA会長 

１２ 児安 貢宏 銭塘小学校（旧）PTA会長 

１３ 松田 友里 銭塘小学校（新）PTA会長 

１４ 上田 賢二 奥古閑小学校（旧）PTA会長 

１５ 林田 徳久 奥古閑小学校（新）PTA会長 

１６ 藤森 奈緒美 川口小学校（旧）PTA会長 

１７ 松本 照臣 川口小学校（新）PTA会長 
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